
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総評】 昨年と同程度の難易度 実験結果の考察をもとに解いていく 

問題形式・難易度ともに例年とほぼ同程度。出題範囲としては中２内容が例年より若干少ないが、概ね中１中２中３

の各分野から幅広く出題されたといえるであろう(中１から３９％、中２から２８％、中３から４２％)。また、記述問題も

ここ数年同様で１題であり、会話文の文脈を読み取って解答するタイプであった。用語の暗記だけで解ける問題も

あるが、問題を読み取る読解力と、それを整理・考察する思考力が必要となる。今後も定期テストレベルの基本事

項を押さえたうえで、基本知識を組み合わせて解答が求められるように訓練する必要がある。また文字数が多い

出題が、引き続き予想される。時間内に多くの文字数を読めるように、日頃から訓練していく必要がある。 

【出題例：問１（イ）中２「電流」】          【出題例：問３（イ）中１「植物」】 

   

 

 

 

 

【出題例：問２（ウ）中３「イオン」】 

 

 

 

 

 

 

 

《《入試に向けての学習のPOINTとアドバイス》》 

① 一問一答の勉強は中３の夏までに！ 

→基礎知識がないと何もできない。     

② 文脈に合うように記述ができるか 

→知識と知識を組み合わせて解く。     

→会話文や実験からわかることを正確に記

述できるように。 

③ 表の読み取り＆思考と知識の組み合わせ 

→表やグラフから読み取った情報を、学年を

跨いだ知識の組み合わせで解く。必要な

情報を正確に読み取れるように。 


